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産業廃棄物に関する目標項目の考え方
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脱炭素化・資源循環の推進の程度を計る目標項目が必要

産業廃棄物の再生利用率・廃プラの再生利用率

次期廃棄物計画に必要な要素

・３Rをはじめとした資源循環の取組の一層の進展
・2050年のｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙや、SDGsの達成に向けた廃棄物処理に係る脱炭素化やプラ資源循環の推進

・再生利用の推進による、焼却処理に伴う温室効果ガスの削減・脱炭素化に寄与する項目
・製造事業者や高度なリサイクル事業者が集積している本市の特性を活かした、動静脈間連
携や資源化処理施設・再資源化事業の高度化の推進による、資源循環の推進の程度を計る
項目 ※算定方法については、今後検討



目標項目（案）と考え方
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【目標1】1人1日あたりのごみ排出量（一般廃棄物）
（考え方）
○現行の一般廃棄物処理基本計画・第3期行動計画の目標項目
・発生抑制の程度を計る項目
・ごみ、資源物問わず発生抑制に取り組むことが重要であるため、資源物量も対象
・市民、事業者、行政が協働して発生抑制に取り組むことが重要であるため、家庭系と事業系を対象
・2023年度時点で820ｇであり、第3期行動計画の目標である「2025年度までに872ｇ以下」を前倒しで達成

【目標2】ごみ焼却量（一般廃棄物）
（考え方）
○現行の一般廃棄物処理基本計画・第3期行動計画の目標項目
・廃棄物分野での温室効果ガスの排出量は焼却由来がほとんどのため、発生抑制や資源化のほか、
脱炭素化の視点も含め、焼却量そのものの削減程度を計る項目

・事業系ごみの減量目標としても活用できるよう、家庭系と事業系を対象
・2023年度時点で32.6万トンであり、第3期行動計画の目標である「2025年度に33.0万トン」を前倒しで達成

※再掲
８月30日第３回資源循環部会

※再掲
８月30日第３回資源循環部会



目標項目（案）と考え方
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【目標4】産業廃棄物の再生利用率・廃プラの再生利用率（産業廃棄物）
（考え方）
●脱炭素化・資源循環の推進に向けた目標項目
・再生利用の推進による、焼却処理に伴う温室効果ガスの削減・脱炭素化に寄与する項目
・製造事業者や高度なリサイクル事業者が集積している本市の特性を活かした、動静脈間連携や資源化処理
施設・再資源化事業の高度化の推進による、資源循環の推進の程度を計る項目

【目標3】プラスチック資源分別率（一般廃棄物）
（考え方）
○プラスチック資源一括回収を踏まえて新たに設定
・脱炭素化・循環経済の面からも着目すべき“プラ”の資源循環の程度を計る項目
・プラスチック製容器包装の分別率（約4割）は他の先進都市（50～60％) ※までは達していない

※プラスチック製容器包装の一人あたり収集量の政令指定都市比較では、分別実施都市16市中7位

・2024年度からプラスチック製品も含めた「プラスチック資源」の一括回収を開始し、2026年度に全市展開し
分別率向上を目指す

※再掲
８月30日第３回資源循環部会



【参考】産業廃棄物に関する指標（長期的推移の観測を継続する指標）
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排出量 最終処分量

現計画において設定した目標についても、推移の把握を続けて産業廃棄物
の排出・処理状況を確認し、必要な施策について検討・実施する。
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発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した産業廃棄物の処理フロー図（2023年度)

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）

※サーマルリサイクル除く
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再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した汚泥の処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）



発　生　量 有償物量 資源化量
382 9 366

[100.0%] [2.3%] [96.0%]

排　出　量
373

[97.7%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 0 0

[0.0%] [0.0%]
(0.0%) (0.0%)

自己再生利用量 再生利用量
4 委託処理量 0 358

[1.1%] 369 354 [93.8%]
(1.1%) [96.6%] (95.9%)

(98.9%) 15

搬　出　量
369 保管量

[96.6%] 0
(98.9%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 15
[4.0%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (4.1%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。 8

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生したがれき類の処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）



発　生　量 有償物量 資源化量
131 1 1

[100.0%] [0.4%] [1.1%]

排　出　量
131

[99.6%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 120 130

[91.4%] [98.9%]
(91.7%) (99.2%)

自己再生利用量 再生利用量
0 委託処理量 10 1

[0.1%] 11 1 [0.7%]
(0.1%) [8.1%] (0.7%)

(8.2%) 0

搬　出　量
11 保管量

[8.1%] 0
(8.2%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 0
[0.0%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.0%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。 9

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した廃酸の処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）
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再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生したガラス陶磁器くずの処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

発　生　量 有償物量 資源化量
109 0 100

[100.0%] [0.3%] [92.1%]

排　出　量
108

[99.7%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 0 0

[0.0%] [0.0%]
(0.0%) (0.0%)

自己再生利用量 再生利用量
0 委託処理量 0 100

[0.0%] 108 100 [91.8%]
(0.0%) [99.7%] (92.1%)

(100.0%) 9

搬　出　量
108 保管量

[99.7%] 0
(100.0%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 9
[7.9%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (7.9%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）



発　生　量 有償物量 資源化量
250 165 246

[100.0%] [65.8%] [98.2%]

排　出　量
86

[34.2%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 0 0

[0.0%] [0.0%]
(0.0%) (0.0%)

自己再生利用量 再生利用量
0 委託処理量 0 81

[0.0%] 86 81 [32.4%]
(0.0%) [34.2%] (94.7%)

(100.0%) 5

搬　出　量
86 保管量

[34.2%] 0
(100.0%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 5
[1.8%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (5.3%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。 11

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生したばいじんの処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）



発　生　量 有償物量 資源化量
60 2 14

[100.0%] [3.1%] [23.9%]

排　出　量
58

[96.9%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 22 46

[36.0%] [75.9%]
(37.1%) (78.4%)

自己再生利用量 再生利用量
0 委託処理量 24 13

[0.0%] 37 13 [20.8%]
(0.0%) [60.9%] (21.5%)

(62.9%) 0

搬　出　量
37 保管量

[60.9%] 0
(62.9%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 0
[0.1%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.1%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。 12

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した廃油の処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）



発　生　量 有償物量 資源化量
56 0 4

[100.0%] [0.0%] [7.7%]

排　出　量
56

[100.0%] 自己減量化量 減量化量
 (100.0%) 34 52

[60.1%] [92.3%]
(60.1%) (92.3%)

自己再生利用量 再生利用量
4 委託処理量 18 4

[6.5%] 19 1 [7.7%]
(6.5%) [33.4%] (7.7%)

(33.4%) 0

搬　出　量
19 保管量

[33.4%] 0
(33.4%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

（単位：千t/年） (0.0%) 0
[0.0%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.0%)
（ ）内の数値は、排出量に対する割合。 13

再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した廃アルカリの処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）
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再生利用率

最終処分率

【参考】市内で発生した廃プラスチック類の処理フロー図（2023年度）

発生量：
有価物として利用されたもの
を含む不要物の総量

有償物量：
廃棄物にはならずに売却など
有効利用された不要物の量

減量化量：
焼却処理や脱水処理によって
減少した廃棄物の重量

再生利用量：
排出事業者又は処理業者等で
再生利用された量
（原料や有価物に変わった量）

排出量：
発生量のうち、有償物量を
抜いた量（廃棄物処理が必要）

最終処分量：
排出事業者又は処理業者等の
最終処分量の合計
（埋立などで処分される）

※サーマルリサイクル除く


